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はじめ に
石綿 は天 然、 に産す る繊維性け い酸塩鉱物で， 酸 や
ア ル カ リ に強 く ， 耐火性や電気の絶縁性 に優れて い
る た め3000種類以上の製品 に使用 さ れて き た1 ） 。 わ
が国 は石綿 を ほ と ん と 寺輸入 に頼 っ て い る た め， 輸入
量がほ ぼ使用量 と 考 え ら れ る が， 第二次世界大戦後
に急激 な 伸 び を 示 し， 数年前 ま で の最近25年間 は20
～35万 ト ン の輸入量で， 石締 の大量消費国であ る 2 ） 。
石締 に よ る 健康障害 は， 今世紀の初頭か ら 文献的
に 明 ら か に さ れ句 石綿肺 ・ 中皮腫 ・ 肺癌 ・ 胸膜肥厚
斑 な どが石綿関連疾患 と し て知 ら れ る と こ ろ と な っ
た 3） 。 最近で は， 石綿加工業者の職場環境 中 の 石綿
繊維濃度の規制が な さ 札 高度石綿肺症例が少 な く
な っ て き て い る杭軽度石綿肺症 例 を含 め た症例数
全体が減少 し て い る か ど う か は 明 ら かで は な い。 石
綿肺 は他の石綿 関連疾患 と同様長い潜伏期間 を持つ
た め， わ が国で石綿 が大量 に使用 さ れ て か ら の期 間
を 考 え る と 症例数が増加 し て い る可能性が考 え ら れ
る 。
ま た， 石綿肺 に高 い頻度 で肺癌 や 中皮腫 な どの 悪
性腫揚が合併す る こ と が知 ら れ て い る が， そ れ以外
の悪性腫療 の合併の実態 に つ い て は あ ま り 知 ら れて
い な い。 そ こ で今 回， 日 本病理剖検輯 報 ( 1 958～
1994年） に掲載 さ れた石綿 肺症例 の検索結果 か ら ，
わが国の石綿 関連疾患の実情 を 石綿肺 を 中心 に述べ
る こ と と す る 。
日本病理剖検輯報
H：本病理学会で は1958年 か ら 毎年 日 本病理剖検輯
報 を 発行 し， わ が国で行 わ れ た病理解剖例 の概要 を
ま と め て い る 。 こ の輯報 に は， 患者の年齢 ・ 性 ・ 臨
床診断 ・ 居住地 ・ 職業 ・ 病理診断 （主病変 と 副病変
5 個以内） が記載 さ れ て い る 。 悪性腫療 は主病変 と
し て記載す る こ と に な っ て い る 。 ま た， 巻末 に は疾
患別の症例数 な どの統計資料が掲載 さ れて い る 。
石綿肺の病理診断
わが国の石綿肺の診断は， ほ と ん ど の 症 例 で 1 .
石綿 を扱っ た職業歴が あ る こ と ， 2 . 石綿小体が組
織切片 中 に比較的容易 に認め ら れ る こ と ， 3 . び ま
ん性の肺線維症があ る こ と の 3 つ の条件で な さ れて
い る 。 ち な み に， 石綿 の職業歴があ いまい な場合 に
は， 小体の芯 を なす繊維の同定 を行 う 必要があ る 杭
石綿以外で類似の小体 を形成 し て肺 に椋維化 を お こ
す物質は今の と こ ろ 広 く 分布 し て お ら ず， その頻度
は低い と 考 え ら れ る 。 し か し， びま ん性の肺線維症
で診断す る こ と が多い た め， 軽度 の線維化 を伴 っ た
石綿肺症例が見逃 さ れ て い る可能性は否定で き な い。
石綿肺の頻度
石綿肺の頻度 な どの結果 を あ る 程度比較で き る 症
例数 にす る た め に， 37年間 を 3 期間 (1953～ 79, 1卿
～89, 199ト1994） に分けて比較 し た 。 日 本病理剖
検輯報で石締 肺 と 診断 さ れ て い る の は292 症例 で，
男性269例， 女性23例で あ っ た （表 1 ） 。 石綿 肺 の
頻度 は 3 期 間 で そ れ ぞれ0.01 3% (56/ 440334) ' 
0.033% (129/390124) ' 0.063% ( 107/169345） と
増加傾向があ っ た。 最近5年間で は， 10000例 に対 し
て 6 ～ 7 例 の石綿肺症例の解五Jが あ る と い う こと に
な る 。
石綿肺症例 の期間別， 男女別 の平均年齢 と標準備
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差 を 表 2 に示 し た。 男女合計の平均年齢 は， 3 期 間
で そ れぞれ57.5, 63.3, 65.9歳 と 高年齢化 し て い た。
石綿肺症例数 を居住地域別 に 示 し た の が表 3 で，
日 本 を 6 つ の地域 に 分 け て比較 し た。 人 口 と の関係
も あ る杭 関東 と 関西地方 に多 く ， 特 に大阪府， 奈
良県に多 く み ら れた。 そ の他の地域で は， 造船 所の
あ る横須賀市， 呉市 な どの瀬戸内海沿岸地域長崎
市か ら も 多 く 認め ら れ た。 期 間別 に み る と ， 1958～
79年 で は 関西地方が臼.3% を 占め て い た が， 年 々 全
国的 な 広が り を 示 し て き て い る 。
石綿肺症例の職業 を 3 つの職種 に分類 し て表 4 に
示 し た。 職種1 . 石綿 を含 む 製 品 を 作 る 石綿加工業
者， 職種 2 . 石綿 を含 む製品 を使用 し て仕事 を す る
者， 職種 3 . 石綿 と の 関係 を 明 ら か に で き な か っ た
者。 職種 3 に は職業の記載の な か っ た36例が含 ま
れ て い る 。 3 期 間で職種 3 の頻度 が大 き く 変 わ ら な
い の に対 し て職種 1 の頻度が減少 し て職種 2 が増加
す る 傾向 に あ っ た。 職種 2 の76例 に含 ま れ る 職 業 で
は造船 関係 が最 も 多 く 26例， 以下建築関係 16例，
鉄工所 1 0例， 石綿吹 き 付 け 6 例， 電気工 4 例，
配管工 4 例， 熔接工 4 例， 国鉄 3 例， 空調工 3
例 で あ っ た。
石綿肺症 例の職種 を地域別 に 表 5 に示 し た。 石綿
製品 を作 る 加工業 は 関西地方が多 く ， そ の他の地域
で は職種 2 の 占 め る 割合が高 い 傾向 に あ っ た。
以上， 石綿肺患者 の頻度 が増加 し て い て， し か も，
石綿製品 を 使 っ て仕事 を す る も の の割合が増 え て き
て い る こ と ， お よ び， 石綿加工業の多い 関西地方 に
表 1 石綿肺の頻度
期 間 石綿肺症例数 全症例数 頻 度
男 女 計 （%） 
1958ー79年 47 9 56 440334 
1980-89年 119 10 129 390124 0.033 * 
1990-94i手 103 4 107 169345 0.063 
計 269 23 292 999803 0.029 
＊？ピ＝109.957、 p <0.0001 
表 2 石綿肺症例の平均年齢 と標準偏差
間
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集 中 し て い た石綿肺患者杭石綿製品 を使 っ て仕事
を す る 人達 に も 増加 し て き た こ と で， 全国的 な広 が
り を示 し始め て い る こ と， が明 ら か に な っ た。 特巳
造船 の盛 ん な都市で患者の発生 が認め ら れ る 一方，
石綿吹 き 付 け や熔接工， 空調工 な どの建築関係の労
働者に も 石綿肺の症例が多 く 認め ら れ る よ う に な っ
た。 ま た， 蒸気機関車 に石綿が使用 さ れて い た 関係
から 鉄道労働者 に も 発生 し て お り ， 石綿肺の症 例
が石綿加工業者だ けの疾患で は な く な っ て き て い る
と い う 結果 で あ っ た。
石綿加工業者の職場環境 中の石綿濃度が低 く な っ
て き て い る に も かか わ ら ず， 石綿肺症例の頻度が増
加 し て い た こ と， 患者が高齢化 し て い る こ と ， 石綿
を含 んだ、材料 を使っ て仕事 を し て い る 者 に増加傾向
があ る こ と を み る と， 1 日 の曝露濃度 は低 く な っ た
も の の， 曝露が蓄積 さ れて長い潜伏期間の後に肺 の
線維化が生じ て き た と 考 え ら れ る 。 剖検輯報で は 線
維化の程度の記載の な い も の がほ と ん ど で あ る が，
軽度 の線維化 を伴 っ た症例が増加 し て い る も の と 思
わ れ る 。
悪性腫蕩の合併頻度
石綿肺症例 の悪性腫蕩の合併頻度 を表6 に示 し た。
表 3 石綿肺の地域別症例数
湖 間 1958-79年 1980-89年 1990-94年 計
症例数（%） 症例数（%） 症例数（%） 症例数｛%）
北海道・
東 北 2 ( 3.6) 1 ( 0.8) 4 ( 3.7) 7 ( 2.4) 
関 東 , 2 (21.4) 43 (33.3) 37 (34.6) 92 (31.5) 
中 宮Z 2 ( 3.6) 16 (12.4) 日（12.1) 31 (10.6) 
関 西 36 (64.3) 53 (41.1) 24 (22.4) 113 (38.7) 
中 国・
四 国 3 ( 5.4) 6 ( 4.7) 11 (10.3) 20 ( 6.8) 
九 州 1 ( 1.8) 10 ( 7.8) 18 (16. 7) 29 ( 9.9) 
言十 56 ( 100) 129 ( 100) 107 ( 100) 292 ( 1 00) 
表 4 石綿肺の職業別症例数
1958-79年 1980-89年 1990-94年 言十
駿種 症例数（%） 症例数（%） 症例数（%） 症例数（%）
1 30 (53.6) 52 (40.3) 31 (29.0) 113 (38.7) 
2 4 ( 7.1) 35 (27.1) 37 (34.6) 76 (26.0) 
3 22 (39.3) 42 (32.6) 39 (36.4) 1 03 (35.3) 
計 56 ( 1 00) 129 ( 1 00) 107 ( 100) 292 ( 100) 
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表 5 石綿肺の地域別症例数 （職種）
職 種 職種1 職種2 職種3 計
症例数｛%） 症例数｛%） 症例数（%） 症例数｛%）
北海道・
東 北 3 ( 2.7) 2 ( 2.6) 2 ( 1.9) 7 ( 2.4) 
関 東 27 (23.9) 34 (44.7) 31 (30.1) 92 (31.5) 
中 部 7 ( 6.2) 7 ( 9.2) 17 (16.5) 31 (10.6) 
関 西 66 (58.4) 14 (18.4) 33 (32.3) 113 (38.7) 
中 国・
四 国 5 ( 4.4) 9 (11.8) 6 ( 5.8) 20 ( 6.8) 
九 州 5 ( 4.4) 10 (13.2) 14 (13.6) 29 ( 9.9) 
計 113 ( 100) 76 ( 1 00) 103 ( 100) 292 ( 1 00) 
聡種の分類11表4参照
表 6 石綿肺症例の悪性腫療の合併頻度
期 間 1956-79年 1980-89年 1990 -94年 計
症例重量 （%） 症例数｛%） 症例数（%） 症例数 ｛%） 
合併なし 35 (62.5) 58 (45.0) 42 (39.3) 135 (16.2) 
合併あり 21 (37.5) 71 (55.0) 65 (60. ?i 157 (53.8) 
計 56 ( 1 00) 129 ( 100) 1 07 ( 100) 292 ( 100) 
飾 怠 15 (26.8) 39 (30.2) 32 (29.9) 86 (29.5) 
悪性中皮腫 5 ( 8 9) 18 ( 14.0) 2 1  (19.6) 44 (15. 1 )  
胃 癌 1 ( 1.8) 6 ( 4.7) 7 ( 6.5) 14 ( 4.8) 
府 癌 6 ( 4.7) 1 ( 0 9) 7 ( 2.4) 
喉 頭 痩 1 ( 18) 1 ( 0.8) 1 ( 0.9) 3 ( 1.0) 
前立援措 2 ( 1.6) 1 ( 0.9) 3 ( 1.0) 
廓 鏑 1 ( 0.8) 2 ( 1 .9) 3 ( 1.0) 
直 麗 癌 2 ( 16) 2 ( 0 7) 
悪性リ；.n・腰 2 ( 1.9) 2 ( 0.7) 
食 道 詰 1 ( 1.1) 1 ( 0 3) 
子 宮 繍 1 ( 1 . 1 )  1 ( 0.3) 
そ の 他 1 ( 1.1) 1 ( 0.9) 2 ( 0.7) 
悪性腫療 の合併 あ り の症例の頻度は， 53 .8% ( 1 5 7  
/292） で， 3 期間で は そ れぞれ， 37.5% (21／部） ，
55.0% (71/129) ' 60 . 7% (65/107） と 増加傾向 に
あ っ た。 重複癌 に つ い て はそ れぞれ を症例数 と し て
計数 し て あ る杭合併頻度の 高 い も の か ら肺癌， 悪
性 中度腫， 胃癌， 肝癌， 喉頭癌， 前立腺癌， 騨癌，
直腸癌， 悪性 リ ン パ腫の順で、 あ っ た。 な お， 前立腺
癌 は微小癌がそのほ と ん どで あ っ た。
石綿肺 に 合併 し た悪性腫療の頻度 と 石綿肺を伴 わ
な い悪性腫療の頻度 を比較 し統計学的 な有意差検定
を 行 っ た と こ ろ， 表 7 に示 し た 肺癌， 悪性 中 皮腫，
喉頭癌 に のみ有意差がみ ら れ た。
石綿 関連腫蕩とし て 中皮腫が特 に注 目 さ れて い る
が， 石綿肺 に 合併す る 悪性腫揚 の 中で肺癌の合併 が
最 も 多か っ た。 肺で は た ば こな ど発癌作用 を持つ物
質が多 く ， 石綿曝露 と 生じ た肺癌 と の 因果関係 を 特
定す る こ と が困難 な た め， 石綿曝露 と の 因果関係が
比較的 は っ き り し て い る 中皮腫 よ り 注 目 さ れて い な
い杭 そ の数 は 多 く ， 今後 も 両者 の 関係 を 明 ら か に
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表 7 肺癌 ・ 悪性中皮腫 ・ 喉頭癌の頻度
石 綿 肺 計
陽 性 陰 性
B車 癒
86 ( 29\) 陽 性 84872 ( 8.5) 84958 
陰 性 206 ( 70.5) 914639 ( 91.5) 914845 
計 292 (100%) 999511 (100%) 999803 
悪性中皮腫
44 ( 1 6可ド．百掌陽 性 1928 ( 0.2) 1972 
陰 性 248 ( 84.9) 997583 ( 99.8) 997831 
計 292 (100%) 999511 (100%) 999803 
喉 頭 癌
3 ( 1
司隊.0司
院）＊ 陽 性 3054 ( 0.3) 3057 
陰 性 289 ( 99.0) 996457 ( 99.7) 996746 
計 292 (100%) 999511 (100%) 999803 
本 71• = 188.2 pく0.0001、 事本 ,.. =3002.6 pく0.0001
8キ＊戸. =4.99 pく0.05
し てい く こ と が重要 と 思 わ れ る 。
悪性腫療の合併頻度 に増加傾向がみ ら れ たが， そ
の 中 で も 特に悪性中皮腫の増加が著 し か っ た。 悪性
中皮腫症例 は石綿肺 を伴 わ な い症例が多 く ， 石綿 肺
を 発生 さ せ る よ う な曝露量か ら み る と， 比較的低濃
度の曝露量で も 発生す る と い え る 。 そ の こ と か ら，
軽度の線維化 を伴 う 石綿肺症例が増 え た た め に悪性
中皮腫の合併が増加 し て き た も の と 思 わ れ る 。
こ れ ま で， 肺癌や悪性中皮腫が石綿 関連の悪性腫
揚 と し て認識 さ れてい る杭そ の他 の悪性腫蕩 に つ
い て は あ ま り コ ン セ ン サ ス が得 ら れて い な い。 喉頭
癌 も 議論の対象 と さ れ る 悪性腫療で あ る が， 今回 の
成績 は石綿 と の 関係 を支持す る 結果で あ っ た。 発生
頻度が低い悪性腫療で あ る た め， 動物実験で証明 す
る こ と な ども 困難であ り ， そ の 因果関係 を結論す る
の は容易 で は な い抗 今後 も 検討すべ き 腫療 と 思 わ
れ る 。
おわりに
悪性腫壌の合併が増 え て い る こ と が特徴 と し て あ
げ ら れたれ曝露が蓄積 さ れて 長い潜伏期間の後 に
悪性腫療 を 合併 し て き て い る と 理解で き る 。 わが国
の石綿繊維の使用量は戦後増加 し た ま まほほ横這 い
状態で， こ こ 数年来 よ う や く 20万 ト ン を 割 る よ う に
な っ てき てお り ， 線維形成也 発癌性が比較的 弱 い
と さ れるク リ ソ タ イ ル に輸入が限 ら れ る よ う に な っ
たの は昨年か ら で あ る。 し たが っ て， 今後 ま す ま す
石綿 に関連 し た悪性腫壌の発生が多 く な る ことが憂
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慮 さ れる 。 し かも， 以前 に比べ て石締曝露濃度 が低
濃度化 し て き てい る た め， 石綿肺 を伴 わ ない石綿 に
関連 し て生じ た悪性腫療が問題 と な り ， その数の増
加も憂患 さ れ る。 そ う な る と ， 石綿 は広 く 利用 さ れ
てい る た め そ の実態 を把握す る こ と が現在 よ り も 困
難 と な っ て こ よ う 。
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